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間欠流水式酸素消費測定装置のシオミズ
ツポワムシヘの適用について

山崎繁久＊・平田八郎＊

TestontheUseofElectrodeRespirometerfor
theRotifer：Ｂγαc〃側"ｓｶﾉﾉc〃〃ｓ

ShigehisaYAMAsAKI＊andHachiroHIRATA串

Abstract

Asajustificationfortheuseofaelectroderespirometerasreportedinthismemoirinl982，
measuredDOvalueswerecomparedwiththoseobtainedbyWinklermethods・Theoptimum

experimentalrotiferdensityintherespirationchamber，wasalsotriedtobedetermined・
ＦｏｒｔｈｅｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆＤＯvalues，ｔｈｅｗａｔｅｒｏｆｓｅｖｅｒａｌＤＯｌｅｖｅｌｓｗａｓｓｕppliedtothe

respirationchamber、ＡｓｓｏｏｎａｓＤＯｖａｌｕｅｓｗｅｒｅｒｅｃｏｒｄｅｄｔｈroughtheDOmeteratthree

differentshakingspeed，１０，２０，ａｎｄ３０rpm，DOcontentofthewaterwasdeterminedby
Winklermethod・Thesemeasurementswereconductedataconstanttemperatｕｒｅｏｆ２０ｏＣ・

StrongpositiverelationshipwasobservedbetweenDOvaluesmeasuredｂｙＤＯｍｅｔｅｒａｎｄ

Ｗｉｎｋｌｅｒｍｅｔｈｏｄａｔｅａｃhshakingspeed・Theregressioncoefficientswerestableateach

shakingspeedwithoutregardtosalinityofwatersample,ｉ､ｅ1.03±０．０２ａｔｌＯｒｐｍ,1.06±０.O2

at20rpm，ａｎｄ1.08±0.02ａt30rpm

lntherotiferdensitytest,oxygenconsumptionratesofrotifersmeasuredatdensitiesfrom

２ｔｏ４８７ｉｎｄ｡ｍﾉー'，ｗｅｒｅcomparedafterrecalculationtooxygenconsumptionbyunitweight・
Rotiferswereculturedcontinuousｌｙａｔａｂｏｕｔ２０ｉｎｄ.ｍ'－１ａｎｄ２０ｏＣ，fedonconcentrated

marineCﾉz/0γe〃ａｓαcc畑”P〃ﾉα,maintainingthedensitywithinarangefrom１．５×ｌＯ６ｔｏ６×
106cells.ｍ'－１．Rotifersforthemeasurementswerecollectedatthefooddensityof2×106

ｔｏ３×l06cells.ｍ'－１．

Averagesandstandarddeviationsofoxygenconsumptionratesbyunitweightinｔｈｅｒｏｔｉｆｅｒ

ｄｅｎｓｉｔｙｒａｎｇｅｏｆ２ｔｏ４，ａｎｄｌＯｔｏ４８７ｉｎｄ｡ｍ'－１ｗｅｒｅ7.53±2.53ａｎｄ8.92±0.68×10-6ｍ′・

dry-似g~１．ｈ-１，respectively・While,ｔｈｏｓｅｏｆ２ｔｏ18,ａｎｄ２５ｔｏ４８７ｉｎｄ.ｍ'－１ｗｅｒｅ7.90±2.13ａｎｄ

9.04±0.54×１０~6ｍｌ･dry-似９－１．ｈ-１，respectively・Coefficientsofvariancewereestimatedat

０．３４ａｎｄ0.Ｏ８ｉｎｆｏｒｍｅｒ,0.27ａｎｄ0.O6inthelatter．

先報（YAMAsAKIandHIRATA，1982）では，Ｄ０メータを用いた間欠流水式酸素消費

測定装置の，動物プランクトンや魚卵等の酸素消費測定に対する一般的な有用性について述

べた。今回は本装置のシオミズツポワムシ(Ｂγαc〃0"z‘s”cα伽s)への適用を目的として，

呼吸室における溶在酸素量のＤ０メータによる記録値とWinkler法による測定値の関係を
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再検討するとともに、呼吸室におけるワムシの適正収容密度についても検討をおこなったの

でその結果を報告する。

実験材料および方法

Ｄ０メータによる記録値とWinkler法による測定値の検討

本試験はワムシを用いず，５～７段階の溶在酸素量の試水を用いておこなった。各試水は

20℃とした煮沸水と通気水とを混合して調製し，同温度の恒温槽内に設置した測定装置の呼

吸室に収容した呼吸室の試水は，１０，２０，および30rpmの振蕩速度下で各２分間の溶在酸

素量の記録をおこなった後，直ちに酸素びんに採取してWinkler法による測定をおこなっ

たなお，Ｄ０メータの更正は，aircaribration法(YSI,1982)でおこなったまた試水は，

塩分濃度20％0の海水と淡水の２種類を用いた。

ワムシの適正収容密度の検討

供試用ワムシは，２０℃の恒温槽中で密度を２０ind．ｍ'－１に調整しながら継続飼育した。

これらのワムシは，餌密度が２×106～３×106cells．ｍ'－１の時点で測定に供し，呼吸室にお

ける収容密度は２～487ind．ｍ'~’とした｡なお餌料は20％0の塩分濃度海水で培養した海産

クロレラ(Ｃﾉz/0γe"ａｓαcc加γ０，〃α)を遠心分離によって濃縮し，飼育中の密度が1.5×106

～6×lO6cells.ｍ'－１の範囲の密度を維持するよう朝夕２回与えた。また，酸素消費量測定と

同時にワムシの重量の測定もおこない単位体重当りの酸素消費量を算定した。

結果および考察

Ｄ０メータによる記録値とWinkler法による測定値の検討

記録値とWinkler法による測定値はFig.１に示すごとく，各振蕩速度毎にいずれも強い正

の相関関係にあることがわかった。そこで，両者間の回帰係数を求めたところ，試水の塩分

濃度の相違にかかわらずほぼ一定の値をとり，１０rpmで1.03±0.02,20rpmで1.06士0.02,

および30rpmで1.08士0.02を示した(Tablel)。従って，本装置の呼吸室内における溶在酸

素の変化量は，一定振蕩速度を保持し，さらにそれぞれの振蕩速度に応じた係数を用いて補

正を施すことによって正確に求めることができる。

Ｄ０メータを用いた酸素消費量測定において，試水中の正確な溶在酸素量を得るために細

いノズルやスタラーを利用して電極面における水の交換率を高める等，種々の工夫もされて

いる（KANwIsHER，1959；STAuB，1961)。それに対して，本装置のように溶在酸素の変化
量を測定する方法では，試水中の溶在酸素量の絶対値を高精度で記録する必要はないと考え

られる。しかし，その場合，測定値における器差をなくすために同一電極を使用することが

望ましい（門脇・他，1980)。
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Table２．Oxygenconsumptionratesandothermeasuredvaluesofrotifersat

differentdensities．

ワムシの酸素消費量の測定結果は，Ｔａｂｌｅ２に示した通りである。１個体あたりの酸素消

費量は,2.8×10-6～7.5×10-6ｍ′・ind-1・ｈ－’と算定された。２４．９ind.ｍ'－１を境にして収容

密度を低密度および高密度に分けると，両者における平均値および標準偏差値はそれぞれ，

4.29士１．３８および5.27士0.74×10-6ｍルind~１．ｈ-１で，その変化係数は０．３２および０．１４と

なった。

一方，単位体重あたりの酸素消費量を求めて比較した場合，l0ind．ｍ'－１を境とした低密

度および高密度の両者の平均値および標準偏差値は，それぞれ7.53士2.53および8.92士0.68

×10-6ｍ′・ｄｒＷ４ｇ－１・ｈ－１で，変化係数は0.34および0.08を得た。また24.9ind．ｍ'－１で

分けると，それぞれ7.90±2.13,9.04士0.54×10-6ｍ'・dry-"9-1．ｈ－'および0.27,0.06と

なった。これらの結果より，１０～２５ind.ｍ'一'以上の収容密度であれば，ほぼ安定した値が

得られるものと推察される｡言いかえれば50×１０‐3～130×10-3ｍ'・'-1.h-１以上の酸素消費

があれば，測定値が安定することになる（Table２)。
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Fig.２．Distributionofrotiferoxygenconsumptionratesbyunitweightatdifferent

densities．

本実験では，伊藤（1971）の報告にふられるような２０ind.ｍ'－１以下の収容密度での酸素

消費量に対する密度効果は現われなかったが，その密度と前述の１０～２５ind．ｍ'－１とが近

似していることは注目に値する。

本装置の特徴は，呼吸室を回転振蕩し，その振蕩速度が調節できる点，および間欠流水式

のため供試材料を連続的に外部から供給できるという点にあり，これらの条件はワムシのよ

うな微速度遊泳をおこなう小型動物プランクトンの酸素消費量測定にかなったものといえ

る。また，現在ワムシの大量培養における問題点として，密度の急減や増殖不良などがあげ

られている(北島，1983)。酸素消費量の変化は，環境要因が動物の生理状態に及ぼす影響を

検討するための重要な資料ともなる（板沢，１９７０；尾崎，1975）ので，本装置は上記問題の

解明等広く利用できるものと考えられる。
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